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心の病・家族相談
9日 電話相談）・

23 （電話相談・面接
相談）カレーショップ・メ
イ10：00～12：00。心
の病についての相談を受
ける 心の病を持つ当事者
とその家族、市民
狛江さつき会（家族会）☎
080-9275-2090安藤

泉の森フォーカス「希
望」展

10 ～16日 0：00～
17：00（最終日16：00）
泉の森会館。新しい明日に
向かう希望を探そう。参加
型グループ展 IMF
☎5497-5444平岡
ベビーマッサージ
10 10：00～11：

30西河原公民館。助産
師の指導でベビーマッ
サージを行う バスタオ
ル、タオル、防水シート
生後2カ月からの乳児と
母親 1,200円 事前
母と子と助産師の会☎・
FAX3488-2616（18：
00～21：00）長尾

第3回・狛江史跡巡り
14 10：00～14：

30狛江市内。古墳～徳川

幕府～大河ドラマ渋沢栄
一・歴史いっぱい狛江史
跡巡り 昼食（現地購入も
可） 先着30人 狛
江・自然と触れあう集い☎
090-7204-1146野口
こまえ楽市
28 10：00～15：

00市役所前市民ひろば。
フリーマーケットと市内
業者出店による市 狛江
市民 フリーマーケット出
店1,100円 先着順。締
切23日 狛江楽市の会
☎5438-8805FAX5438-
4331 komaeraku1@
gmail.com坂本

春季ソフトボール大会
4月11 ・18 ・

25 ・5月2日 予

備 日5月9日 9：00
～18：00西和泉グラン
ド。親睦がメイン。個人
も可 加盟チーム5,000
円、未加盟チーム10,000
円（1種目毎） 締切3
月16日 狛江市ソフト
ボール協会☎090-8022-
9824FAX3430-6639高橋

会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集会員募集
フォークダンス

、 第2・4 ：
30～11：30中 央 公 民
館。指導者と世界のフォ
ークダンスを踊る 健康
な人 1,500円 1,000
円 F・Dフラミンゴ☎・
FAX3480-5106石坂

囲碁
13：00～17：

00あいとぴあセンター。
囲碁は理性と感性を磨け
るゲーム 60歳以上の
狛江市または近隣在住者
2,000円 1,000円
あいとぴあ囲碁クラブ☎
080-5644-1434井上

水墨画彩墨画
毎 第2・4 3：30

～15：30西河原公民館。
少人数で、講師の指導で描
く 書画用具一式 4,000
円 狛墨会☎3480-9670
梅田

書道
毎第 3：30～

15：30中央公民館。漢字
基本から、ひらがな、万
葉がな、ペン習字、俳画
10人 4,000円 1,000
円 1,000円 美墨会☎・
FAX3480-1920武居
ストレッチ
月4 10：00～12：00

中央公民館。健康、美容の
ための運動。親切、ていね
いな指導 2,500円 ハ
ーモニー☎3489-2251
akinorivutan2954@
willcom.com原田

社交ダンス
14：00～16：00

市民総合体育館。基本重視
の指導で運動不足の解消や
心身のリフレッシュを図
る。見学歓迎 マスク、動
きやすい服装、靴 初心者
から 3,000円 1,000
円 サンライズ☎090-
4931-8468小杉

陶芸
毎第1・3 9：00～

17：00西河原公民館。生
活雑器を中心に作陶。「い
べんと西河原」で作品展示
1,000円 事前 陶芸サ
ークル狛江☎090-3683-
0739 tougeikomae@
gmail.com小林
一緒に外遊びしませんか
・ 9：

45～13：45多摩川河川
敷（調布～狛江近辺）。赤
ちゃんから自然豊かな河
原でのびのび外遊び 着替
え、替え靴、帽子、飲み物、
弁当 0歳～3歳の親子
500円 あおぞら自主
保育狛江おひさまの会
komae.ohisama@gmail.
com鹿討

ダンススポーツシニア
講習会

密にならずに間隔を空け
てのダンススポーツを継
続 ダンスシューズ
狛江市ダンススポーツ

連 盟 ☎3488-0621
taka375@jcom.home.
ne.jp髙橋

●記事中の記号●
健康、 スポーツ、 文化、 交流・地域、
その他、 狛江市市民公益活動事業補助金事業、
市または市教育委員会後援、 持ち物、 対象、
定員、 入会金、 月会費、 年会費、 参加費、
無料、 申し込み、 問い合わせ先、 Eメール

「komaeの 仲間」の原稿は市役所4階政策室（☎3430-1111FAX3430- 
6870 wacco@city.komae.lg.jp）またはこまえくぼ1234（☎5761-5556）
で受け付けています。原稿は窓口へ直接持参するか、ファックスまたはＥメー
ルでお送りください。掲載ご希望の方は事前に登録が必要です。5月号の原稿の

■「komaeの仲間」欄等に
掲載した催し等は新型コロナ
ウイルス感染症により中止・
延期となる場合があります。
最新情報はそれぞれの主催者
へお問い合わせください。

「komaeの仲間」は市民活動団体の情報コーナーです

燃料はプロパンガスと石油でした。周辺は家が少なか
ったです。世田谷通りは現在の道の半分が六郷用水と
その土手で、土手には草が茂り、街路灯もわずかでした。
夜は柵もないので用水に落ちる人もいました。30年代
後半から家が少しずつ増えましたが、下水がないため、
生活排水が用水へ流れ込み、ゴミを捨てる人もいてド
ブ川のようになったのを覚えています。40年代初めか
ら都市ガスの敷設が始まると、家が増え、環境も整備
されて地価が上がりました。
◆35年に畳職人の夫と結婚し、新橋から花嫁衣装を着
てタクシーに乗ってきて、婚家の２階で式を挙げまし
た。栃木県の農村地帯の生まれですが、都会の生活が
長かったので、家の前に用水が流れ、蛇はたくさんい
るし、砂利道で雨の日は泥水が流れ、夜は真っ暗でか

なり田舎だ
なと思いま
した。結婚
当時はリヤ
カーに畳を
載せて三軒
茶屋くらい
まで行きま
したが、す
ぐに電話を
引き軽トラ
ックを買い
ました。そ

の後、近所に商店が次々とでき、引き売りも来たので
買い物は困りませんでした。
◆幼児だった27年頃に藤沢市から転居してきました。
転居間もなく二ノ橋通りに商店が次々と開店し、街路
灯もついてにぎやかになり、銭湯もできました。岩戸
南に酒蔵もありました。30年代には住宅やアパート、
建売住宅が建ち始めました。40年頃に浄化槽式の水洗
トイレになりました。40年代半ばに岩戸南にボウリン
グ場ができ、早朝ゲームが盛んでした。
◆30年代初めは喜多見駅前より二ノ橋の方が商店が多
く、世田谷通りの二ノ橋交差点を渡った南側の通りも
商店が並んでいました。30年代半ば頃までは六郷用水
もきれいで小学生３、４年生まで二ノ橋付近で泳ぎま
した。一小に入学しましたが、１年生の秋に狛江第三
小学校が開校し、そちらへ通いました。３年生から狛
江町で初の学校給食が始まりましたが、脱脂粉乳はま
ずかったのを今でも覚えています。
◆30年に秦野市から越してきました。明静院近くの湧
き水を通称「しみず」と呼び、洗い場になっていました。
そこから流れる水路に架かる橋を「どんど橋」と呼ん
でいました。三小への通学路は農道で、あちこちにあ
った水路は30年代後半に埋められ、その頃から家が増
え始め、40年代は宅地化の勢いが加速しました。
◆小学校低学年の33年に中野区から岩戸南の分譲地へ
転居しました。簡易水道でしたが、地下水をくみ上げ
るポンプがよく壊れたので休日に分譲地の住民が一緒
に直しました。生活排水を流す側溝の掃除も定期的に

共同で行いました。30年代に大きな台風が２回あり、
田などが浸水し岩戸八幡神社と第三小学校が島のよう
になりました。岩戸川の南側の田んぼは、春になると
一面にレンゲが咲いてきれいでした。
◆30年に兵庫県明石市から岩戸南へ越してきました。
慶岸寺保育園に通っていた時は六郷用水がとても大き
く感じました。自宅前は畑と梅林でしたが、いまは住
宅になっています。駒井町の釣り堀や近くの砧浄水場
ののり面で滑り台をしたり、田植え前の田んぼで花飾
りを作ったりして遊びました。昔の役場は木造で暗い
イメージでした。喜多見駅の跨線橋から見える富士山
がきれいで印象的でした。
●市制施行50周年を迎えた狛江市。昭和45年頃の街の
様子や暮らしを市民の証言や写真でつづります。

証言＝都築加寿子さん（84）調布市国領町、土屋
正美さん（71）岩戸北1丁目、小畑章子さん（86）、
岩戸北4丁目、西山武夫さん (86) 岩戸北4丁目、西
山嘉則さん（82）岩戸北4丁目、小川シヅヱさん（87）
岩戸北４丁目、佐藤高志さん（71）岩戸北４丁目、
小川貴久治さん（71）岩戸南2丁目、三竹真知子さ
ん（69）岩戸南２丁目、飯鉢晴美さん（69）岩戸
南３丁目、輿石和美さん（69）岩戸南３丁目

水が豊かできれいだった六郷用水

◆電力中央研究所に勤める夫と昭和31年に結婚し、
職場近くの夫の叔母の家へ転居しました。周辺は住
宅数軒だけで、畑ばかりでした。初めはプロパンガ
スでしたが、
30年後半か
40年代初め
に都市ガスに
なりました。
ご用聞きが来
て酒や調味
料、食品など
を注文でき、
喜多見駅周辺
には商店もあり日常の買い物には不便を感じなかっ
たです。54年に狛江郵便局ができるまで速達や書留
などを出す時は調布まで行きました。市になった時
は、町が発展したようでうれしかったです。
◆市役所の近くに代々住んでいますが、小学生だった
60年ぐらい前は田と畑ばかりで家から多摩川の花火が
見えました。その頃は六郷用水もきれいで、友人たち
と魚やザリガニを捕まえて食べました。田植えの頃は
一の橋交差点付近で農業用水路の流れをせき止めた場
所で泳ぎました。ポンプでくみ上げた井戸水を入れ、
まきを燃やして風呂をたくのは子どもの仕事でした。
◆33年に結婚して世田谷区深沢から岩戸北の夫の家
に来ました。初めて降りた喜多見駅には商店が少しあ
るだけで、婚家への道は畑と林が続き、烏の鳴き声が
聞こえるばかりで不安でした。まだプロパンガスで、
天ぷらを揚げている最中に突然ガスがなくなって困
りました。店が少なく、農家などから野菜や卵を分け
てもらいました。晴れた日は、家から富士山がよく見
えました。35年と37年に生まれた子どもたちは、電
車で狛江第一小学校に通いました。本来なら狛江第一
中学校へ進むはずでしたが、生徒が多かったためか、
学校から世田谷区立中学に進むよう勧められ、２人と
も千歳中学へ電車で通いました。
◆実家が撚糸工場を営んでいて、家の前に六郷用水が
流れ、自家用の丸太の橋が架かっていました。終戦直
後は用水にはきれいな水が豊富に流れ、小学生時代は
よく泳ぎました。ホタルが飛び、カワウソもいました。
昼休みなどに工場の従業員とともに和船で遊びました。
用水は深いところもあり、水難事故も起きました。
◆戦前から燃料商をやっていますが、30年代後半頃の

六郷用水と世田谷通り（写真左・昭和46
年頃・『狛江市の民俗Ⅳ』）。後の二の橋
通り商店会（昭和28年・『写真で見る昭
和の狛江』から佐藤仁朗さん提供）

狛江町から狛江市へ◆最終回◆


